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主 な 話 題
●

札幌コンサートホールキタラ保全改修
●

JR新琴似駅にバス乗降場を整備へ
●

北海道開発予算2023年度補正概要
●

2025年度にも着工を予定するJR札幌駅南口の北4西3地区再開発ビル（上）。
地下部分では地下鉄南北線さっぽろ駅のホーム増設が並行して進められ、地下1
階のコンコース階のほか、地下2階のホーム階（下）にも改札口が設けられます。



計画的な保全改修に取り組むキタラ

中
央
区
中
島
公
園
11
の
1
に
あ

る
キ
タ
ラ
は
1
9
9
6
年
に
完

成
し
た
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
で
す
。
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、地
下
2
階
地

上
3
階
、延
べ
床
面
積
2
万
7
4
6
㎡

の
規
模
で
、2
0
0
8
席
の
大
ホ
ー
ル
、

4
5
3
席
の
小
ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
て

い
ま
す
。

キ
タ
ラ
で
は
、2
0
2
0
年
11
月
か

ら
2
0
2
1
年
6
月
ま
で
の
8
カ
月
休

館
し
、特
定
天
井
の
補
強
改
修
を
は
じ

は
、2
0
2
3
年
11
月
15
日
の
入
札
で
、

躯
体
は
ド
ー
コ
ン
（
本
社
・
札
幌
）、設

備
は
ビ
ー
ゴ
ー
イ
ン
グ（
同
）に
決
定
し
、

2
0
2
4
年
3
月
ま
で
行
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
11
月
か
ら
現
況
調
査
、

過
去
の
工
事
履
歴
の
確
認
、施
設
管
理

者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
始
め
、保
全

改
修
工
事
の
対
象
と
す
る
箇
所
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
改
修
に
必
要
な
資

材
や
機
器
の
供
給
状
況
の
把
握
、執
務

し
な
が
ら
施
工
で
き
る
か

ど
う
か
な
ど
を
検
討
し
ま

す
。
併
せ
て
工
事
期
間

中
の
仮
設
設
備
の
有
無
、

ホ
ー
ル
の
音
響
性
能
へ
の

影
響
な
ど
を
整
理
し
ま
す
。

工
事
計
画
案
は
、休
館

期
間
を
3
パ
タ
ー
ン
で
検

討
し
ま
す
。
1
度
の
休

館
で
全
て
の
施
工
を
完
了

さ
せ
る
案
、休
館
を
伴
う

工
事
と
伴
わ
な
い
工
事
に

分
け
て
施
工
す
る
案
、休

館
が
1
年
未
満
と
な
る
よ

う
工
事
を
分
割
す
る
案
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
期
や
概
算

札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
保
全
改
修
へ

2
0
2
7
年
度
か
ら
着
工
を
計
画

札
幌
市
は
、札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
Ｋ
ｉ
ｔａｒａ
（
キ
タ
ラ
）の
大
規
模
な

保
全
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
8
年
度
に
健
全
な
施
設
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
設
備
の
更
新
や
外
壁
改
修
、屋
上
防
水
な
ど
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
2
0
2
3
年
度
か
ら
調
査
を
行
い
、施
工
方
法
な
ど
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
基
本
・
実
施
設
計
は
2
0
2
5
年
度
か
ら
の
2
カ
年
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

め
、反
響
板
を
吊
す
ワ
イ
ヤ
ー
や
モ
ー

タ
ー
の
更
新
、老
朽
化
し
た
外
壁
の
補

修
、照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、音
響
設
備
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、未
改
修
部
分
の

う
ち
、2
0
2
8
年
度
の
時
点
で
更
新

が
必
要
と
な
る
箇
所
を
洗
い
出
す
考
え

で
す
。
受
変
電
、舞
台
音
響
、冷
暖
房
、

空
調
換
気
、給
排
水
衛
生
な
ど
の
各
設

備
の
ほ
か
、屋
上
防
水
や
外
壁
改
修
な

ど
を
点
検
す
る
方
針
で
す
。
調
査
業
務

工
事
費
を
算
出
し
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
は
保
全
改
修
に
関
わ

る
基
本
検
討
の
ほ
か
、工
事
に
伴
う
音

響
監
修
業
務
に
も
取
り
組
む
予
定
で
す
。

2
0
2
5
〜
2
0
2
6
年
度
で
基
本
・

実
施
設
計
を
進
め
、2
0
2
7
年
度
に

更
新
な
ど
に
必
要
な
資
材
や
機
器
を
調

達
し
、2
0
2
8
年
度
に
現
地
で
の
施

工
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
す
。
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バスの停車スペースの新設が計画される新琴似駅前広場

札
幌
市
は
、新
琴
似
駅
前
広
場
の
改
修
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
駅
周
辺

の
交
通
結
節
機
能
の
向
上
や
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、駅
前
広
場
内
に
バ
ス

6
台
分
の
乗
降
待
機
場
の
新
設
を
計
画
し
、2
0
2
3
年
11
月
に
基
本
設
計
を

含
む
概
略
検
討
に
着
手
し
ま
し
た
。
2
0
2
4
年
度
の
実
施
設
計
、2
0
2
5

年
度
着
工
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

北
区
新
琴
似
8
条
1
丁
目
の
Ｊ
Ｒ

新
琴
似
駅
東
口
に
あ
る
駅
前

広
場
は
、駅
前
地
区
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
一
環
で
整
備
さ
れ
、2
0
0
7

年
8
月
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
約

4
、0
0
0
㎡
の
広
場
に
は
現
在
、タ
ク

シ
ー
の
乗
り
場
と
一
般
車
両
の
乗
降
場

は
あ
り
ま
す
が
、路
線
バ
ス
は
乗
り
入

れ
て
い
ま
せ
ん
。

同
駅
の
付
近
は
、地
下
鉄
南
北
線
の

終
点
・
麻
生
駅
も
あ
り
、北
区
内
の
他

地
区
や
石
狩
市
な
ど
へ
乗
り
継
ぐ
た
め

の
バ
ス
停
な
ど
が
多
い
、圏
域
交
通
の

結
節
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、西
5
丁
目
樽
川
通
や
丘
珠

空
港
通
な
ど
が
交
わ
る
五
差
路
付
近
は
、

朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
中
心
に
バ
ス
の
発

着
、待
機
に
伴
う
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、

地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
交
通
課
題
を
解
決
す
る
た

め
市
は
、新
琴
似
駅
前
広
場
に
つ
い
て
、

バ
ス
乗
降
待
機
場
を
新
設
す
る
な
ど
の

改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
は
、駅
前
広
場
の
改

修
整
備
概
略
検
討
業
務
を
11
月
8
日
の

入
札
で
東
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
本
社
・

札
幌
）に
発
注
し
、改
修
に
向
け
た
課
題

を
抽
出
す
る
ほ
か
、関
係
機
関
と
の
協

議
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
作
成
し
ま
す
。

現
地
測
量
を
行
っ
た
上
で
、基
本
設
計

と
し
て
、利
用
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た

大
型
バ
ス
乗
り
入
れ
な
ど
に
必
要
な
施

設
の
機
能
や
規
模
を
整
理
し
、ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
付

属
施
設
、交
通
島
や
植
樹
帯
な
ど
の
配

置
計
画
案
を
作
成
す
る
ほ
か
、概
算
工

事
費
の
算
出
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

乗
り
継
ぎ
機
能
と
し
て
は
、バ
ス
の

乗
車
場
は
2
台
分
、
降
車
場
は
1
台

分
、待
機
場
は
3
台
分
を
整
備
し
、タ
ク

シ
ー
と
一
般
送
迎
車
両
は
、そ
れ
ぞ
れ

3
〜
5
台
分
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
方
針
で
す
。
工
事
の
対
象
範
囲
は

広
場
内
の
約
4
、0
0
0
㎡
を
基
本
と

し
、機
能
を
確
保
し
き
れ
な
い
場
合
に

は
区
域
の
見
直
し
も
検
討
し
ま
す
。

実
施
設
計
は
2
0
2
4
年
度
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
度
の
単
年

度
施
工
で
同
年
度
内
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
工
事
量
が
大
幅
に
増

え
る
場
合
な
ど
は
、工
事
を
2
期
に
分

け
る
こ
と
も
検
討
し
ま
す
。

2
期
分
割
の
場
合
は
、2
0
2
5
年

度
の
1
期
工
事
で
は
交
通
島
部
分
だ
け

を
改
修
し
、バ
ス
用
の
乗
車
、降
車
、待

機
ス
ペ
ー
ス
を
各
1
台
分
、タ
ク
シ
ー

と
一
般
車
両
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
は
各
3

台
程
度
を
整
備
し
ま
す
。
2
期
工
事
は

2
0
2
5
年
度
実
施
設
計
、2
0
2
6

年
度
着
工
で
、1
期
部
分
を
供
用
し
な

が
ら
、バ
ス
6
台
分
と
、タ
ク
シ
ー
と
一

般
車
両
各
3
〜
5
台
分
の
残
事
業
を
進

め
、2
0
2
6
年
度
後
半
に
全
面
供
用

を
目
指
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
新
琴
似
駅
前
広
場
を
再
整
備

バ
ス
乗
降
場
6
カ
所
を
新
設
へ
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あ
や
め
野
小
学
校
の
校
区
の
大
半
は
、

月
寒
東
小
学
校
の
方
が
近
い
た
め
、通

学
区
域
の
設
定
に
よ
っ
て
は
現
校
舎
で

は
教
室
が
不
足
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
対
応
と
し
て
、校
舎
東
側
に

普
通
教
室
5
室
程
度
を
確
保
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、校
舎
増
築

も
視
野
に
入
れ
た
通
学
区
域
の
再
編
が

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

札
幌
市
は
、小
規
模
化
が
進
む
豊
平
区
内
の
あ
や
め
野
小
学
校
を
廃
止
し
、

月
寒
小
学
校
と
月
寒
東
小
学
校
に
編
入
す
る
再
編
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
合
わ
せ
、老
朽
化
し
て
い
る
月
寒
小
学
校
の
校
舎
を
改
築
す
る
ほ
か
、月
寒

東
小
学
校
で
は
校
舎
増
築
が
必
要
に
な
る
可
能
性
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
期
限
を
定
め
ず
地
元
住
民
ら
と
再
編
案
に
つ
い
て
協
議
す
る
方
針
で
す
。

豊
平
区
月
寒
東
1
条
11
丁
目

に
あ
る
あ
や
め
野
小
学
校
は
、

1
9
8
5
年
に
開
校
し
ま
し
た
が
、児

童
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
開
校

当
初
は
18
だ
っ
た
学
級
数
が
、1
学
年

1
学
級
の
6
学
級
と
な
っ
て
お
り
、市
が

適
正
と
す
る
小
学
校
の
規
模
（
18
〜
24

学
級
）を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、2
0
2
1
年
か
ら
地
元
町
内

会
連
合
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
な
ど
と
学

校
再
編
に
向
け
た
意
見
交
換
を
重
ね
た

後
、2
0
2
3
年
2
月
に
、関
係
す
る
連

合
町
内
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
、教
員
ら
で

構
成
す
る
月
寒
・
東
月
寒
地
区
学
校
配

置
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
同

委
員
会
が
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
意
見

書
を
市
に
提
出
し
た
後
、市
が
必
要
な

学
校
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
い
、通
学

区
域
を
再
編
し
ま
す
。

市
が
議
論
の
た
た
き
台
と
し
て
検

討
委
員
会
に
示
し
た
取
組
案
に
よ
る
と
、

あ
や
め
野
小
学
校
の
通
学
区
域
を
、月

寒
小
学
校
（
豊
平
区
月
寒
西
2
条
5
丁

目
）と
月
寒
東
小
学
校
（
同
月
寒
東
3

条
10
丁
目
）の
両
校
に
編
入
す
る
と
と

も
に
、老
朽
化
し
て
い
る
月
寒
小
学
校

校
舎
を
改
築
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。

月
寒
小
学
校
の
現
校
舎
は
1
9
7
3

年
の
建
築
で
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

3
階
、延
べ
床
面
積
約
6
、0
0
0
㎡
の

規
模
で
、現
在
の
学
級
数
は
17
と
な
っ
て

い
ま
す
。

改
築
後
の
校
舎
内
に
は
月
寒
児
童

館
（
同
月
寒
西
1
条
6
丁
目
）
を

併
設
す
る
方
針
で
す
が
、

1
9
7
5
年
完
成
の
月
寒

公
民
館
（
同
月
寒
中
央

通
7
丁
目
）に
入
っ
て
い

る
月
寒
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
の
複
合
化
は

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
月
寒
東
小
学
校

の
現
校
舎
は
、2
0
1
7

年
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

3
階
、
延
べ
7
、2
2
0

㎡
の
規
模
で
す
。
現
在
の

学
級
数
は
18
で
、普
通
教

室
に
は
余
剰
が
な
い
状
態

で
す
。
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札
幌
市
は
、北
区
に
あ
る
百
合
が
原
公
園
の
将
来
的
な
改
修
に
向
け
て
、主
要

ゾ
ー
ン
ご
と
の
課
題
や
再
整
備
の
方
向
性
を
ま
と
め
ま
し
た
。「
世
界
の
百
合

広
場
」な
ど
が
あ
る
メ
イ
ン
の
「
フ
ラ
ワ
ー
ゾ
ー
ン
」は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
基
づ
く
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、老
朽
化

し
た
遊
具
や
運
動
施
設
が
あ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
」で
は
、機
能
の
再
編
を

検
討
し
ま
す
。

百
合
が
原
公
園
は
、約
1
0
0
種

の
ユ
リ
を
植
え
た
広
場
や
年
間

を
通
じ
て
草
花
を
展
示
す
る
温
室
、園

内
を
周
回
す
る
遊
覧
鉄
道
「
リ
リ
ー
ト

レ
イ
ン
」、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
を
備

え
た
総
合
公
園
で
、1
9
8
3
年
に
開

園
し
ま
し
た
。
1
9
8
6
年
の
「
さ
っ

ぽ
ろ
花
と
緑
の
博
覧
会
」の
会
場
と
し

て
主
要
施
設
が
整
備
さ
れ
、老
朽
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

敷
地
面
積
25
・
３
ha
の
う
ち
、第
一
・

第
二
駐
車
場
と
、幹
線
道
路
に
面
し
て

い
な
が
ら
樹
木
が
密
集
し
て
十
分
活
用

さ
れ
て
い
な
い
公
園
南
西
部
角
地
を
含

む
４・３
ha
で
は
、市
初
の
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ

Ｉ
を
導
入
し
、飲
食
店
な
ど
を
設
置
す

る
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
駐
車
場
の

増
設
や
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
整
備
し
て
、「
ウ

エ
ル
カ
ム
ゾ
ー
ン
」と
し
て
位
置
付
け

る
計
画
で
す
。

第
一・第
二
駐
車
場
な
ど
が
あ
る「
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
①
」は
、公
園
管
理

事
務
所
の
老
朽
化
や
駐
車
場
不
足
な
ど

が
課
題
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
修

の
方
向
と
し
て
は
、公
園
の
正
面
玄
関

に
ふ
さ
わ
し
い
利
便
性
に
配
慮
し
た
空

間
と
し
て
再
整
備
し
、「
ウ
エ
ル
カ
ム

ゾ
ー
ン
」と
一
体
的
に
活
性
化
を
図
る

と
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
並
木
道
な
ど
が
あ
る

公
園
西
側
の
「
樹
木
・
管
理
ゾ
ー
ン
」

は
、樹
木
の
成
長
に
よ
る
視
認
性
の
低

下
、活
用
で
き
て
い
な
い
エ
リ
ア
の
存
在

な
ど
が
問
題
点
で
、一
部
を
「
ウ
エ
ル

カ
ム
ゾ
ー
ン
」と
し
て
活
用
す
る
と
と

も
に
、展
示
植
物
や
樹
林
地
を
生
か
し

つ
つ
、利
用
者
の
居
心
地
が
良
い
エ
リ
ア

を
目
指
し
ま
す
。

公
園
中
央
の
「
フ
ラ
ワ
ー
ゾ
ー
ン
」

は
、「
世
界
の
百
合
広
場
」や
温
室
「
緑

の
セ
ン
タ
ー
」な
ど
の
老
朽
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、将
来
的
に
も
公
園

の
特
徴
を
表
す
空
間
と
し
て
維
持
し
な

が
ら
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ

く
再
整
備
を
進
め
る
考
え
で
す
。

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゾ
ー
ン
」の
主
な
課
題

は
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
利
用
の
少

な
い
施
設
や
遊
具
の
老
朽
化
で
す
。
人

気
の
高
い
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
遊
具
は

残
し
つ
つ
、一
部
施
設
の
移
設
や
縮
小

に
よ
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
再
編
も
検
討
し

ま
す
。

「
芝
生
ゾ
ー
ン
」で
は
、老
朽
化
が
進

む
サ
イ
ロ
を
引
き
続
き
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、見
通
し
や
開

放
感
の
向
上
を
図
る
考
え
で
す
。

第
三
駐
車
場
な
ど
が
あ
る
北
東
部
の

「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン
②
」は
、ピ
ー

ク
時
の
駐
車
場
不
足
が
課
題
で
、公
園

の
裏
玄
関
と
し
て
の
機
能
維
持
や
隣
接

す
る
未
利
用
エ
リ
ア
の
活
用
を
通
じ
た

に
ぎ
わ
い
創
出
を
検
討
し
ま
す
。

有
料
施
設
の
「
世
界
の
庭
園
」が
あ

る
「
庭
園
ゾ
ー
ン
」
は
、2
0
2
2
年

度
に
改
修
し
た
日
本
庭
園
を
除
き
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
上
、利
用
も
少
な
い
た

め
、在
り
方
を
再
検
討
す
る
意
向
で
す
。

百合が原公園のゾーニング
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
改
修

百
合
が
原
公
園
の
再
整
備
方
針
で



札
幌
市
は
、千
歳
市
内
の
工
場
で
次
世
代
半
導
体
の
製
造
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ
ス

（
本
社
・
東
京
）の
進
出
に
伴
う
半
導
体
関
連
産
業
の
集
積
な
ど
を
見
据
え
、札

幌
市
内
で
新
た
な
工
業
団
地
造
成
の
可
能
性
を
探
る
調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。

工
場
や
物
流
施
設
な
ど
の
立
地
・
転
出
動
向
や
将
来
的
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

市
内
の
適
地
3
カ
所
以
上
を
候
補
と
し
て
抽
出
す
る
ほ
か
、近
隣
自
治
体
の
工

業
団
地
と
の
価
格
差
を
踏
ま
え
た
概
算
事
業
費
や
事
業
手
法
な
ど
を
検
討
し

ま
す
。

市
内
の
工
業
団
地
は
、16
カ
所
で

計
約
２
８
０
ha
の
広
さ
で
す
。

1
9
9
7
年
に
分
譲
を
始
め
た
北
区
新

川
西
２
条
１
丁
目
ほ
か
の
新
川
地
区
工

業
団
地
（
14
・
３
ha
）以
降
は
、新
た
な

開
発
を
し
て
お
ら
ず
、全
て
分
譲
し
終

え
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
慢
性
的
に
工
業
系
用
地
が

不
足
し
て
い
て
、食
品
製
造
業
な
ど
の

市
内
企
業
が
工
場
の
増
設
や
建
て
替
え

用
の
土
地
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
、市
外
へ

転
出
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
は
、市
街
化
調
整
区
域
内
の
追
分

通
沿
線
な
ど
物
流
施
設
が
立
地
可
能
な

「
流
通
業
務
施
設
立
地
指
定
路
線
」沿

い
で
、一
部
製
造
業
の
立
地
も
認
め
る

規
制
緩
和
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

企
業
の
ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
に
は
十

分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

2
0
2
3
年
度
に
実
施
す
る
「
工

業
団
地
に
係
る
可
能
性
及
び
ニ
ー
ズ
調

査
業
務
」で
は
、工
業
系
用
地
不
足
の

抜
本
的
対
策
と
な
る
新
た
な
工
業
団
地

造
成
を
検
討
し
ま
す
。
市
内
で
の
製
造

業
な
ど
の
立
地
・
移
転
動
向
、札
幌
近

郊
市
町
の
工
業
系
用
地
の
確
保
・
造
成

状
況
を
整
理
す
る
ほ
か
、

ラ
ピ
ダ
ス
進
出
に
伴
う

半
導
体
関
連
産
業
を
は

じ
め
と
し
た
将
来
的
な

立
地
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
他
政
令

市
の
造
成
手
法
な
ど
も

調
べ
ま
す
。

各
種
調
査
を
踏
ま
え
、

今
後
需
要
が
見
込
ま
れ

る
業
種
や
用
地
の
規
模

を
検
討
し
、市
内
で
工

業
団
地
造
成
に
適
し
た

候
補
地
を
３
カ
所
以
上

選
び
、そ
れ
ぞ
れ
の
概

算
事
業
費
も
算
出
し
ま

す
。
近
郊
の
自
治
体

と
の
価
格
差
を
踏
ま
え

た
分
譲
価
格
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、民

間
活
力
の
導
入
な
ど
造
成
手
法
を
検
討

し
ま
す
。

調
査
業
務
は
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
結
果
、ド
ー
コ
ン
（
本
社
・
札
幌
）

が
選
ば
れ
、2
0
2
4
年
３
月
ま
で
に

取
り
ま
と
め
ま
す
。

市内で最後に造成された新川地区工業団地
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新
た
な
工
業
団
地
造
成
を
検
討

3
カ
所
以
上
の
適
地
抽
出
へ



2
0
2
3
年
11
月
29
日
に
成
立
し
た
国
の
2
0
2
3
年
度
補
正
予
算
案
の
う
ち
、北
海
道
開
発
事
業
費
の
事
業
費
ベ
ー
ス

の
総
額
は
、2
0
2
2
年
度
の
同
時
期
に
成
立
し
た
第
2
次
補
正
を
8
・
2
％
上
回
る
2
、4
3
0
億
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

4
年
連
続
で
2
千
億
円
台
に
乗
せ
て
い
ま
す
。
事
業
別
で
は
、治
水
、道
路
、農
業
農
村
の
主
要
事
業
は
い
ず
れ
も
増
額
と
な

る
一
方
で
、前
年
度
に
大
幅
増
を
示
し
て
い
た
廃
棄
物
処
理
は
微
減
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
別
に
見
る

と
、
治
水
が

10
・
6
％
増
、
道
路

が
23
・
2
％
増
、
港

湾
が
15
・
1
％
増
、

漁
港
を
含
む
水
産

基
盤
は
4
・
3
％
増
、

農
業
農
村
が
5
・

9
％
増
と
い
ず
れ
も

伸
び
を
確
保
し
ま
し

た
が
、交
付
金
の
社

会
資
本
総
合
整
備
は

4
・
1
％
減
、
市
町

村
な
ど
が
進
め
る
最

予算額 伸び率 予算額 伸び率
242,978 108.2% 86,590 112.4% 156,388 106.0%
43,309 109.5% 22,284 107.7% 21,025 111.4%
36,977 110.6% 20,258 106.9% 16,719 115.3%
4,897 103.3% 1,856 107.1% 3,041 101.1%
1,435 104.4% 170 1214.3% 1,265 93.0%
44,673 123.2% 30,614 122.2% 14,059 125.5%
4,242 115.1% 4,242 115.1% 0 -
4,242 115.1% 4,242 115.1% 0 -
0 - 0 - 0 -

5,437 102.1% 2,271 99.9% 3,166 103.8%
5,437 102.1% 2,271 99.9% 3,166 103.8%

道路環境整備 5,317 102.2% 2,151 99.9% 3,166 103.8%
都市水環境整備 120 100.8% 120 100.8% 0 -

24,496 101.4% 203 67.7% 24,293 101.8%
1,520 3304.3% 0 - 1,520 3304.3%
77 13.2% 0 - 77 13.2%

22,696 97.7% 0 - 22,696 97.7%
203 67.7% 203 67.7% 0 -

101,215 106.5% 26,977 107.9% 74,238 106.0%
66,269 105.9% 21,897 105.6% 44,372 106.1%
16,956 111.3% 0 - 16,956 111.3%
17,990 104.3% 5,080 119.3% 12,910 99.4%

0 - 0 - 0 -
19,608 95.9% 0 - 19,608 95.9%
1,233 346.3% 0 - 1,233 346.3%
18,375 91.5% 0 - 18,375 91.5%

社会資本総合整備
社会資本整備総合交付金
防災・安全交付金

農林水産基盤整備
農業農村整備
森林整備
水産基盤整備
農山漁村地域整備

公園水道廃棄物処理等
下水道
水道
廃棄物処理
国営公園等

道路整備

北海道開発事業費
治山治水

治水
治山
海岸

港湾空港鉄道等
港湾
空港

住宅都市環境整備
都市環境整備

22002233年年度度北北海海道道開開発発事事業業費費補補正正総総括括表表
(金額･単位百万円)

事項 総額 伸び率
直轄 補助

終
処
分
場
の
新
設
や
焼
却
施
設
の
更
新

事
業
を
行
う
廃
棄
物
処
理
は
2
・
3
％

減
の
2
2
7
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

直
轄
・
補
助
別
に
見
る
と
、北
海
道

開
発
局
な
ど
の
直
轄
事
業
の
総
額
は

12
・
4
％
増
の
8
6
6
億
円
で
す
。
道

路
が
22
・
2
％
増
の
3
0
6
億
円
と

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
治
水
や
農

業
農
村
な
ど
他
の
主
力
事
業
も
前
年

度
を
上
回
る
事
業
費
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
北
海
道
や
市
町
村
が
実
施
す
る

補
助
は
6
％
増
の
1
、5
6
4
億
円
で

す
。
治
水
が
15
・
3
％
増
の
1
6
7
億

円
を
確
保
し
、道
路
も
25
・
5
％
増
の

1
4
1
億
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
２
０
２
４
年
度
予
算
の

前
倒
し
と
な
る
ゼ
ロ
国
債
の
総
額
は

3
8
1
億
円
で
す
。
直
轄
が
3
1
3
億

円
と
8
割
強
を
占
め
て
い
ま
す
。
治
水

が
98
億
円
、道
路
が
道
路
環
境
整
備
を

含
め
91
億
円
、港
湾
58
億
円
、水
産
基

盤
47
億
円
、農
業
農
村
45
億
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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8
・
2
％
増
の
2
、4
3
0
億
円
に

2
0
2
3
年
度
北
海
道
開
発
事
業
費
補
正　
道
路
は
23
％
増



最
大
級
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト

「
第
37
回
北
海
道
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

─ 
Ｉ
Ｔ
関
連
や
製
造
業
な
ど
が
2
9
2
ブ
ー
ス
を
出
展

　

 

ラ
ピ
ダ
ス
社
も

道
内
最
大
級
の
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
第
37
回
北
海
道
ビ
ジ
ネ
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」

が
2
0
2
3
年
11
月
9
、10
の
両
日
、札
幌
市
白
石
区
の
ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
で

開
か
れ
ま
し
た
。
半
導
体
製
造
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
な
ど
北
海
道
の
新
た
な

価
値
を
創
造
す
る
た
め
、「【
進
化
と
革
新
】10
倍
速
の
変
化
時
代
へ
〜
動
き
出

す
北
海
道
〜
」を
テ
ー
マ
に
Ｉ
Ｔ
関
連
や
製
造
業
な
ど
道
内
外
の
3
0
2
の

法
人
及
び
団
体
が
2
9
2
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

北
海
道
科
学
技
術
総
合
振
興
セ

ン
タ
ー（
ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団
）

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
で

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
ほ
か
、も
の
づ
く
り

産
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、就
職
活

動
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、道
内
大

学
・
高
専
・
工
業
高
校
の
学
生
や
生
徒

も
約
1
、2
0
0
人
招
待
し
ま
し
た
。

人
手
不
足
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の

ロ
ボ
ッ
ト
や
翻
訳
シ
ス
テ
ム
、自
動
運
転

な
ど
次
世
代
に
つ
な
が
る
技
術
が
多
数

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、千
歳

市
内
で
次
世
代
半
導
体
工
場
を
建
設
中

の
ラ
ピ
ダ
ス
社
の
ほ
か
、道
内
に
製
造

拠
点
が
あ
る
半
導
体
企
業
も
今
回
初
め

て
ブ
ー
ス
を
出
し
ま
し
た
。

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
は
、車
の
ク
ラ
ッ
チ
板

な
ど
の
摩
擦
材
を
応
用
し
た
制
震
ダ

ン
パ
ー
の
模
型
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

北
海
電
気
工
事
は
、Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

技
術
で
高
所
作
業
な
ど
の
現
場
を
再
現

し
、労
働
災
害
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と

で
、事
故
を
未
然
に
防
ぐ
安
全
教
育
シ

ス
テ
ム
を
実
演
し
ま
し
た
。
屋
外
展
示

場
で
は
ア
ク
テ
ィ
オ
グ
ル
ー
プ
が
四
足

歩
行
型
ロ
ボ
ッ
ト
や
カ
ニ
ク
レ
ー
ン
を

出
展
し
、多
く
の
来
場
が
足
を
止
め
て

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、も
の
づ
く
り
の
ほ
か
、知
財
、

地
方
創
生
、金
融
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ

で
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
、社
会

情
勢
の
変
化
や
世
界
の
潮
流
を
把
握
し

よ
う
と
多
く
の
来
場
者
が
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

先端技術などを求めて多くの人が訪れました半導体企業のブースには多くの人が集まりました
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「『
ハ
ー
ブ
の
野
菜
化
』
を
目
指
し
た

い
」
と
話
す
の
は
、黒
田
ハ
ー
ブ
農
園

（
北
広
島
市
）
の
黒
田
正
子
さ
ん
で
す
。

特
別
な
料
理
に
使
わ
れ
る
と
思
わ
れ

が
ち
な
ハ
ー
ブ
を
、野
菜
の
よ
う
に
普

段
の
料
理
に
使
っ
て
も
ら
お
う
と
、食

べ
方
や
レ
シ
ピ
の
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。
ご
飯
の
お
供
に
と
教
え
て
頂
い
た

の
は
、
オ
レ
ガ
ノ
と
キ
ノ
コ
の
土
佐

し
ょ
う
ゆ
漬
け
。
ほ
か
に
も
チ
ャ
イ
ブ

の
花
を
冷
や
し
ラ
ー
メ
ン
に
添
え
る
、

オ
レ
ガ
ノ
を
焼
酎
に
漬
け
る
な
ど
意
外

に
も
和
風
な
イ
メ
ー
ジ
の
レ
シ
ピ
ば
か

り
。「
お
し
ゃ
れ
に
」
と
思
っ
て
し
ま

う
ハ
ー
ブ
料
理
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。黒
田
さ
ん
、ス
ー
パ
ー

で
野
菜
を
買
う
よ
う
に
大
き
な
束
で

ハ
ー
ブ
が
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
夢
見
て
い
て
、そ
う
な
れ
ば
、ハ
ー
ブ

農
家
の
経
営
も
持
続
性
が
増
し
、戸
数
も

増
え
る
と
期
待
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

20
年
続
く
黒
田
ハ
ー
ブ
農
園
の
看
板

商
品
は
、ハ
ー
ブ
の
芝
生
で
す
。
庭
に

敷
き
詰
め
て
使
う
絨
毯
状
の
ハ
ー
ブ
で

す
。
私
た
ち
が
目
に
す
る
一
般
的
な
芝

生
の
歴
史
は
17
世
紀
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
欧
州
で
は

ハ
ー
ブ
は
芝
生
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
黒
田
さ
ん
は
そ
れ
を
自

ら
の
手
で
復
活
さ
せ
よ
う
と
研
究
を
始

め
ま
し
た
。
芝
生
状
に
ハ
ー
ブ
を
育
て

る
技
術
は
簡
単
で
は
な
く
、背
丈
が
高

く
伸
び
す
ぎ
な
い
よ
う
、根
は
し
っ
か

り
と
巻
き
付
い
て
広
が
る
よ
う
に
と
長

年
探
求
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
芝
生
が
誕

生
し
ま
し
た
。

私
が
伺
っ
た
2
0
2
3
年
11
月
半
ば

で
も
「
ロ
ー
マ
ン
カ
モ
ミ
ー
ル
」
の
芝

生
は
青
々
と
生
い
茂
り
、季
節
を
錯
覚

す
る
ほ
ど
で
し
た
。
ハ
ー
ブ
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、ワ
イ
ン
色
に
紅
葉
す
る
芝

生
も
あ
り
、植
物
の
絨
毯
の
美
し
さ
に

見
惚
れ
ま
す
。

北
海
道
発
の
ハ
ー
ブ
の
芝
生
は
、本

州
の
ホ
テ
ル
の
ガ
ー
デ
ン
や
ゴ
ル
フ
場

な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
観

の
目
的
だ
け
で
な
く
、「
虫
よ
け
」
を

目
的
と
し
て
、虫
が
嫌
う
香
り
を
持
つ

「
ペ
ニ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ミ
ン
ト
」
が
使
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
食
べ
ら
れ
る
ハ
ー
ブ
な
の
で
、料
理

や
お
茶
に
使
い
た
い
時
に
は
庭
か
ら
摘

ん
で
き
て
食
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

芝
生
に
寝
転
が
る
と
、ハ
ー
ブ
の
い
い

香
り
包
ま
れ
ま
す
。

黒
田
さ
ん
の
ハ
ー
ブ
愛
に
あ
ふ
れ

る
お
話
を
伺
い
、私
も
ハ
ー
ブ
が
身
近

に
な
る
生
活
を
始
め
た
く
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
朝
の
ハ
ー
ブ
の
オ
ム
レ
ツ

か
ら
…
。
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生産×加工×流通の6次産業化を応援　北海道6次産業化地域プランナー萬谷利久子

北海道の農業が明日を創る！ ⑤

庭
園
を
香
り
で
彩
る
ハ
ー
ブ
の
芝
生

萬谷　利久子（ばんや・りくこ）
農×食×観光の専門家。農林水産省事業の北海道6次産業化地域プランナーとして生産者の商品開発や
観光事業をサポートする。日本野菜ソムリエ協会認定の野菜ソムリエ上級Ｐｒｏ.。北海道大学国際広報メディア・
観光学院デスティネーション・マネージャー

農園で収穫した色とりどりのハーブ

ハーブ芝生を育てる黒田さん



北
海
道
開
発
局
は
2
0
2
3
年
11
月
16
日
、札
幌
第
一
合
同
庁
舎
で
社
会
資

本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
北
海
道
地
方
小
委
員
会
を
開
催
し
、道
横
断
道

（
根
室
線
）別
保
〜
尾
幌
と
道
縦
貫
道
中
川
〜
天
塩
の
計
画
段
階
評
価
を
行
い

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、住
民
な
ど
を
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
聴
取
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
て
3
つ
の
ル
ー
ト
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
年
明
け
に
も
開
催
す
る

次
回
会
合
で
ル
ー
ト
案
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

別
保
〜
尾
幌
の
ル
ー
ト
は
①
別

線
南
側
②
別
線
北
側
③
別
線

南
側
・一
部
現
道
改
良
の
3
案
で
す
。

総
事
業
費
は
①
が
1
、1
0
0
〜
1
、

3
0
0
億
円
（
延
長
約
21
㎞
）、②
1
、

1
5
0
〜
1
、3
5
0
億
円
（
同
22
㎞
）、

③
1
、0
0
0
〜
1
、2
0
0
億
円
（
同

23
㎞
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間
短
縮

効
果
や
災
害
時
の
道
路
機
能
確
保
と

代
替
性
と
い
っ
た
政
策
目
標
の
観
点
で

は
③
は
事
業
費
で
は
最
も
安
価
で
す
が
、

る
と
③
は
事
業
費
が
最
も
安
価
で
す
が
、

目
標
や
影
響
の
点
で
は
①
や
②
に
比
べ

る
と
大
き
く
劣
っ
て
い
ま
す
。

地
域
か
ら
の
意
見
は
「
家
族
が
緊

急
搬
送
さ
れ
た
時
、移
動
時
間
に
よ
る

命
の
危
険
を
痛
感
し
た
」「
高
速
道
路

が
つ
な
が
る
こ
と
で
観
光
客
の
行
動
範

囲
が
広
が
る
」「
大
規
模
災
害
時
に
は

被
災
支
援
や
復
興
を
担
う
道
路
整
備
と

と
も
に
、ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
重

要
」な
ど
、地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
早

期
の
整
備
を
求
め
る
声
が
多
数
上
が
っ

て
い
ま
す
。

目
標
や
影
響
の
点
で
は
①
の
別
線
南
側

が
優
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
川
〜
天
塩
は
①
別
線
市
街
地
ア
ク

セ
ス
②
別
線
山
側
③
現
道
改
良
の
3
案

で
す
。
総
事
業
費
は
①
が
1
、0
5
0

〜
1
、2
5
0
億
円
（
延
長
約
20
㎞
）、

②
1
、1
0
0
〜
1
、3
0
0
億
円
（
同

21
㎞
）、③
8
0
0
〜
1
、0
0
0
億
円

（
同
）
と
、い
ず
れ
も
1
、0
0
0
億
円

前
後
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
別
保

〜
尾
幌
と
同
様
に
、政
策
目
標
か
ら
み

各路線のルート案（上:道横断道別保〜尾幌、下:道縦貫道中川〜天塩）
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道
横
断
道
別
保
〜
尾
幌
と
道
縦
貫
道

中
川
〜
天
塩
の
3
ル
ー
ト
案
を
提
示

─ 
社
整
審
道
路
分
科
会
北
海
道
地
方
小
委
員
会
が
計
画
段
階
評
価



北
海
道
開
発
局
は
2
0
2
3
年
11
月
、「
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
2
」

を
発
表
し
ま
し
た
。
各
駅
で
実
施
し
て
い
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
完
走
者
約

2
、9
0
0
人
を
対
象
に
、情
報
提
供
や
く
つ
ろ
ぎ
度
、リ
ピ
ー
ト
希
望
な
ど
、8

部
門
で
お
気
に
入
り
の
駅
を
選
ん
で
も
ら
い
ラ
ン
キ
ン
グ
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千
歳
」と
「
な
な
い
ろ
・
な
な
え
」が
2
部
門
で
Ｎｏ
1
に
輝

い
て
い
ま
す
。

道
内
の
道
の
駅
の
登
録
数
は
２
０ 

２
３
年
8
月
現
在
で
1
2
7

駅
で
す
。
利
用
者
数
は
、2
0
1
9

年
に
4
、1
6
5
万
人
に
達
し
、
そ
の

後
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、

2
0
2
2
年
は
3
、8
9
6
万
人
と
回

復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
同
年
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
に
は
、6
、1
6
0
人
が
参
加

し
、こ
の
う
ち
約
5
割
の
2
、8
6
3
人

が
完
走
者
で
し
た
。
完
走
者
数
は
過
去

10
年
間
で
2
番
目
に
多
く
、道
外
か
ら

の
参
加
者
は
3
6
0
人
と
、2
0
2
1

年
か
ら
6
割
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
完
走
者
を
対

象
に
①
道
路
や
地
域
に
関
す
る
情
報
提

供
②
ゆ
っ
く
り
休
憩
③
ト
イ
レ
が
き
れ

い
④
家
族
で
訪
れ
た
い
⑤
長
時
間
滞
在

し
た
い
⑥
再
度
訪
れ
た
い
⑦
冬
に
訪
れ

た
い
⑧
い
ち
お
し
の
“
お
い
し
い
も
の
”

─
の
8
部
門
で
「
お
気
に
入
り
」
を

選
ん
で
も
ら
う
も
の
で
す
。
総
投
票
数

は
各
部
門
約
2
、0
0
0
件
に
上
り
ま

し
た
。

Ｎｏ
1
は
①
が
「
う
と

ろ
・
シ
リ
エ
ト
ク
」、②
と

⑤
に
「
な
な
い
ろ
・
な
な

え
」、
③
と
④
に
「
サ
ー

モ
ン
パ
ー
ク
千
歳
」、
⑥

「
ぐ
る
っ
と
パ
ノ
ラ
マ
美
幌

峠
」、
⑦
「
流
氷
街
道
網

走
」、
⑧
に
は
「
厚
岸
グ

ル
メ
パ
ー
ク
」
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
昨
年

か
ら
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た

駅
で
は
、「
ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー

プ
ラ
ザ
」「
あ
い
ろ
ー
ど

厚
田
」「
あ
び
ら
Ｄ
51
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」「
る
も
い
」

「
お
と
ふ
け
」「
み
そ
ぎ

の
郷 

き
こ
な
い
」「
ウ
ト

ナ
イ
湖
」「
ラ
イ
ス
ラ
ン

ド
ふ
か
が
わ
」
が
登
場
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
な

な
い
ろ・な
な
え
」と
「
お

と
ふ
け
」が
6
部
門
、「
遠

軽 

森
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
」が

5
部
門
で
ベ
ス
ト
10
入
り

し
て
い
ま
す
。

2部門でＮｏ.1に輝いた「サーモンパーク千歳」（左）と「 なないろ・ななえ」（右）
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「
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千
歳
」と

「
な
な
い
ろ
・
な
な
え
」が
2
部
門
で
Ｎｏ
1

─ 「
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
2
」 

道
内
1
2
7
駅
を
完
走
者
が
選
定



北
海
道
開
発
局
の
2
0
2
3
年
度
の
国
道
の
大
雪・暴
風
雪
対
策
に
よ
る
と
、

2
0
2
2
年
に
小
樽
市
の
国
道
5
号
で
発
生
し
た
車
両
の
立
ち
往
生
に
よ
る
通

行
止
め
発
生
を
踏
ま
え
、悪
天
候
時
は
、滞
留
が
発
生
し
や
す
い
小
樽
市
張
碓
峠

の
路
面
状
況
を
カ
メ
ラ
で
常
時
監
視
し
、峠
付
近
に
事
前
に
除
雪
車
を
配
備
し

ま
す
。
全
道
的
な
対
策
と
し
て
は
、迂
回
車
両
が
狭
い
道
路
に
滞
留
す
る
の
を

防
ぐ
た
め
、ラ
ジ
オ
で
周
辺
迂
回
路
の
状
況
を
発
信
し
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
は
、
発
達
し
た

低
気
圧
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
複
数
路
線
の
国
道
で
51
回
、
延
べ

1
、1
0
2
時
間
の
通
行
止
め
が
発

生
し
ま
し
た
。
特
に
国
道
5
号
で
は
、

2
0
2
3
年
1
月
の
大
雪
に
よ
り
多
数

の
ス
タ
ッ
ク
と
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
小
樽
開
発
建
設
部
で
は
、通
行

止
め
に
よ
る
集
中
除
雪
を
行
い
、早
期

解
消
を
図
り
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は
、張
碓
峠
周

辺
約
11
㎞
区
間
の
除
雪
態
勢
を
強
化
し

ま
す
。
高
速
道
路
が
通
行
止
め
に
な
っ

た
場
合
、5
号
の
道
路
状
況
の
重
点
監

視
や
除
雪
体
制
の
強
化
、緊
急
開
口
部

の
活
用
な
ど
に
よ
り
通
行
止
め
発
生
を

防
止
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
事
前
に
除

雪
車
を
配
備
し
、吹
き
だ
ま
り
の
除
雪

や
立
ち
往
生
し
た
車
両
の
救
助
を
迅
速

に
進
め
ま
す
。

全
道
的
な
対
策
と
し
て
は
、ラ
ジ
オ

で
の
発
信
を
強
化
し
ま
す
。
通
行
止
め

の
た
め
迂
回
し
た
車
両
が
幅
の
狭
い
道

路
に
集
中
し
、事
故
や
立
ち
往
生
が
発

生
す
る
こ
と
を
想
定
し
、ラ
ジ
オ
で
交

通
情
報
を
発
信
す
る
「
日
本
道
路
交
通

情
報
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
ま
す
。
従

来
の
通
行
止
め
情
報
に
加
え
、市
町
村

道
な
ど
周
辺
道
路
で
立
ち
往
生
や
事
故

に
関
す
る
情
報
も
発
信
し
、他
の
国
道

へ
の
迂
回
を
呼
び
掛
け
、車
両
の
滞
留

を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）を

活
用
し
た
ｉ
-Ｓｎｏｗ
の
取
組
で
は
、最

新
式
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
3
台
導

入
し
、国
道
3
3
4
号
知
床
峠
に
追
加

配
備
す
る
と
と
も
に
、深
川
・
留
萌
自

動
車
道
に
新
規
導
入
し
ま
す
。
吹
雪

時
の
映
像
鮮
明
化
技
術
は
全
道
で
約

1
0
0
台
の
除
雪
車
両
に
追
加
配
備
す

る
ほ
か
、路
面
画
像
か
ら
Ａ
Ｉ
学
習
機

能
を
活
用
し
凍
結
防
止
剤
の
自
動
散
布

機
能
を
試
行
し
ま
す
。
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◆北海道の国道における冬期通行止めの状況

１．北海道における冬期の状況
○ 積雪寒冷地特有の冬期災害が発生する北海道では、大雪や暴風雪などの影響による国道の冬期間の通行止めが多く
発生しており、冬期通行止め要因の約７割を吹雪が占めている状況。

○令和4年度は、発達した低気圧の影響等により、複数路線の国道で51回、延べ1,102時間の通行止めを実施し、数日間に
わたり交通全般に大きな影響を及ぼした。

（回）

（年度）

■国道の冬期通行止め状況
（時間）

（ ）は通行止め時間

■冬期通行止め要因
（平成25年度～令和4年度）

吹雪

66%

雪崩

13%

降雪

10%

路面凍結

11%

吹雪 雪崩 降雪 路面凍結

■北海道の国道の冬期の状況

▲地吹雪による視程障害の状況
（国道239号 苫前町）R5.1

▲通行規制の状況
（国道337号 江別市～石狩市）R5.1

※北海道では暴風雪等による通行止めが毎年発生

通行規制の状況（国道337号江別市〜石狩市、23年1月）
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国
道
5
号
を
重
点
監
視

開
発
局
の
2
0
2
3
年
度
除
雪
事
業

─ 
最
新
式
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
深
川
・
留
萌
自
動
車
道
に
導
入



北
海
道
土
木
技
術
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
委
員
会
（
委
員
長
・
高
野
伸

栄
北
大
工
学
研
究
院
教
授
）は
2
0
2
3
年
11
月
1
日
、札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
建
設
Ｄ
Ｘ
（
建
設
業
界
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
変
革
）

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
推
進
に
係
る
人
材
育
成
を

目
的
と
し
て
、学
生
と
先
進
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
松
江
高
専
の
大
屋
誠
環

境
・
建
設
工
学
科
教
授
が
「
建
設
Ｄ
Ｘ
と
ｉ︲Ｃｏｎｓ
ｔｒｕｃ
ｔ
ｉｏｎ
人
材
育

成
が
導
く
建
設
業
界
の
新
た
な
挑
戦
」と
題
し
て
基
調
講
演
し
ま
し
た
。

松
江
高
専
で
は
、県
内
で
加
速
す

る
少
子
化
と
人
口
減
少
を
背
景

に
、2
0
1
5
年
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と

ｉ︲Ｃｏｎｓ
ｔｒｕｃ
ｔ
ｉｏｎ
を
組
み
合

わ
せ
た
体
験
型
教
育
を
導
入
し
、生
徒

の
自
主
性
を
重
ん
じ
た
教
育
を
展
開
し
、

建
設
Ｄ
Ｘ
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
生
徒
が
ソ
フ
ト
を

独
自
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、Ａ
Ｉ
も
組
み

合
わ
せ
て
維
持
管
理
に
関
す
る
研
究
ま

で
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。
大
屋
教
授
は

こ
う
し
た
教
育
の
成
果
と
し
て
、最
新

の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
課
題
を
楽
し
む

学
生
が
増
え
て
い
る
と
し
、「
建
設
Ｄ

Ｘ
の
目
的
は
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
人

や
組
織
を
作
り
変
え
る
こ
と
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
、ス
キ
ル
や
意
欲

を
高
め
、仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
る
こ
と
は
、人
材
育
成
の
観
点
か

ら
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
」と
語
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、北
海
道
開
発
局
技
術

管
理
課
の
伊
藤
学
技
術
管
理
企
画
官

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
開
発
工
営

社
（
本
社
・
札
幌
）交
通
事
業
本
部
交

通
第
1
部
の
加
藤
和
明
次
長
と
北
土

建
設
（
同
）土
木
部
Ｄ
Ｘ
戦
略
部
の
保

坂
肇
部
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
、大
屋
教
授

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、

社
内
や
現
場
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
技
術
活
用
の
課
題

と
展
望
な
ど
を
議
論
し
ま

し
た
。

活
用
の
成
果
と
今
後
の

展
望
と
し
て
は
「
必
要
と

し
て
い
る
レ
ベ
ル
を
事
前

に
ソ
フ
ト
会
社
と
協
議
す

る
こ
と
で
手
戻
り
な
ど
が

少
な
く
な
っ
た
」「
有
効

な
活
用
範
囲
を
標
準
化

し
、発
注
者
と
の
共
通
認

識
意
を
醸
成
す
べ
き
」「
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
レ
ー
ザ
ー

測
量
を
直
ち
に
測
量
デ
ー

タ
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

サ
ー
フ
ェ
ス
な
ど
の
変
換
手
法
の
標
準

化
が
必
要
」な
ど
と
い
っ
た
意
見
が
出

て
い
ま
し
た
。
総
括
と
し
て
、大
屋
教

授
は
「
3
次
元
モ
デ
ル
を
作
っ
た
ら
終

わ
り
で
は
な
く
、そ
れ
を
何
の
た
め
に
作

る
の
か
、ど
う
活
用
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
作
業
す
る
こ

と
が
重
要
」と
強
調
し
ま
し
た
。

デジタル技術活用の課題と展望などを議論しました
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建
設
Ｄ
Ｘ
と

人
材
育
成
取
り
組
み
事
例
学
ぶ

─ 
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
委
員
会
が
講
演
会



管
路
と
ポ
ン
プ
場
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
1
月
に
公
告 

総
事
業
費
は
1
9
8
億
円

─ 

ラ
ピ
ダ
ス
へ
の
工
業
用
水
供
給
配
水
管
22
㎞
を
3
工
区
に
分
割

北
海
道
企
業
局
は
、ラ
ピ
ダ
ス
（
本
社
・
東
京
）が
千
歳
市
内
で
進
め
る
次

世
代
半
導
体
工
場
に
工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
の
水
道
施
設
の
建
設
概
要

を
公
表
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
に
は
1
9
8
億
円
を
見
込
み
、2
0
2
7
年
度

の
完
成
に
向
け
て
2
0
2
3
年
度
か
ら
22
・
2
㎞
の
配
水
管
と
中
継
ポ
ン
プ
場

1
ヵ
所
を
整
備
し
ま
す
。
配
水
管
は
3
工
区
に
分
け
、Ｗ
Ｔ
Ｏ
政
府
調
達
協
定

対
象
の
設
計
・
施
工
一
括
方
式
（
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
、Ｄ
Ｂ
）で
発
注
し
ま
す
。

1
工
区
と
2
工
区
は
土
木
設
計
と
一
般
土
木
、3
工
区
は
こ
れ
に
鋼
橋
上
部
を

加
え
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
担
当
し
ま
す
。
入
札
公
告
は
2
0
2
4
年
1
月
、

開
札
は
同
3
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

1
日
最
大
2
万
4
、0
0
0
㎥

の
工
業
用
水
が
求
め
ら
れ
る

ラ
ピ
ダ
ス
の
最
先
端
半
導
体
工
場
へ
の

供
給
方
法
に
つ
い
て
、鈴
木
直
道
知
事

が
2
0
2
3
年
10
月
4
日
の
道
議
会

予
算
特
別
委
員
会
で
、安
平
川
を
水
源

と
す
る
苫
小
牧
地
区
工
業
用
水
道
に
決

定
し
た
と
表
明
し
ま
し
た
。
2
0
2
7

年
の
工
場
本
格
稼
働
ま
で
に
給
水
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
、工
期

短
縮
に
有
効
な
Ｄ
Ｂ
方
式
を
採
用
し
ま

し
た
。

工
事
の
概
要
を
見
る
と
、配
水
管
は

7
0
0
㎜
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
の
整

備
を
3
工
区
に
分
け
発
注
し
ま
す
。
延

長
は
南
の
苫
小
牧
市
側
か
ら
1
工
区
が

8
・
3
㎞
、2
工
区
が
6
・
2
㎞
、3
工

区
が
7
・
7
㎞
で
す
。
3
工
区
で
は
工

場
近
く
の
水
管
橋
も
整
備
し
ま
す
。
す

べ
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
Ｄ
Ｂ
方
式
で
、1
工
区
と

2
工
区
は
土
木
設
計
と
一
般
土
木
（
2

社
以
上
）
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
、
3

工
区
は
こ
れ
に
鋼

橋
上
部
を
加
え
た

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

が
対
象
と
な
り
ま

す
。
中
継
ポ
ン
プ

場
も
Ｄ
Ｂ
方
式
を

採
用
し
、建
築
設

計
、
建
築
、
機
械

器
具
、電
気
の
企

業
構
成
と
し
、工

事
費
は
い
ず
れ
も

25
億
円
以
上
と
な

り
ま
す
。

ラ
ピ
ダ
ス
へ
の

工
業
用
水
な
ど
関

連
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
関
し
て
、
政
府

は
工
業
用
水
、下

水
道
、
道
路
な
ど

の
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
対
象
と
す
る

「
仮
称
・
地
域
産
業
構
造
転
換
イ
ン
フ

ラ
整
備
推
進
交
付
金
」を
創
設
し
、こ

れ
ら
の
施
設
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る

方
針
で
す
。
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安平川からの水供給ルート図

既設区間

河川横断

河川横断

河川横断

JR・国道横断

【議事３】苫小牧地区工業用水道（安平川）の評価（案）《整備概要》

13

【水供給ルート概要】

 工期短縮および事業費縮減の観点から、JR・河川等との交差が少ないルートを選定
 苫小牧地区工業用水道第二施設の既設の取水堰、浄水場および送水管を活用（下図の「既設区間」）

【留意事項等】

 製造拠点に向けて地形が緩やかに高くなり逆勾配となるため、ポンプ圧送が必要
 ＪＲ等の交差を避けるための迂回による延長の増加は、工期の長期化や事業費の増加を及ぼすため留意すること

図 苫小牧工業用水道（安平川）からの水供給ルート

安
平
川

CP1

CP2CP1区間は、地盤が脆弱で
美々川との交差が多く、か
つ美々川への影響も懸念さ
れるため回避

民営牧場・公園（CP2）への送水管

敷設は困難なため、回避するルート
を選定

CP3

地盤の脆弱な区間を回避し、JR・
河川等の交差箇所が少ないルートを
選定

凡例

水供給ルート

取水施設（既設）

送水ポンプ場

浄水施設（既設）

CP：コントロールポイント

整備（管）延長 L=約22㎞

建設する
施設の概要

送水ポンプ場、送水管

事業期間
（工 期）

３年間

【2027年第一四半期完成】

（うち工期：約２年）

事業費 約170～200億円

✔ 整備概要（案）

浄

P

CP4

苫小牧市街（CP4）
は回避

CP3区間は、地盤が脆弱な
ため回避

製造拠点

P

浄

既設区間

※事業費は現時点で把握している既往資料等を踏まえ
たものであり、今後の詳細調査・設計により変更
の可能性がある。



流域治水を実践的に進めていきたい」とあいさつする柿崎局長

進
連
合
期
成
会
の
宮
田
寛
会
長
は
「
近

年
の
自
然
災
害
の
激
甚
化
に
多
く
の
住

民
が
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
今
回
の
設

立
で
洪
水
対
策
が
加
速
し
、安
全
な
地

域
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」と
、今

後
の
流
域
治
水
の
実
践
に
強
い
期
待
を

示
し
ま
し
た
。

千
歳
川
流
域
の
6
市
町
な
ど
で
構
成
す
る
千
歳
川
流
域
水
害
対
策
協
議
会

が
2
0
2
3
年
10
月
30
日
に
発
足
し
、同
日
恵
庭
市
民
文
化
会
館
で
初
会
合
を

開
催
し
ま
し
た
。
千
歳
川
流
域
の
35
河
川
が
2
0
2
3
年
8
月
に
、河
川
整
備

の
加
速
化
、流
域
に
お
け
る
雨
水
流
出
抑
制
対
策
な
ど
を
推
進
す
る
「
特
定
都

市
河
川
」に
道
内
で
初
め
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
も
の
で
す
。

築
堤
な
ど
河
川
整
備
の
推
進
や
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
整
備
な
ど
の
方
針
を
盛
り

込
ん
だ
流
域
水
害
対
策
計
画
を
2
0
2
3
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
日
発
足
し
た
協
議
会
は
江

別
、千
歳
、恵
庭
、北
広
島
各
市

と
空
知
管
内
南
幌
、長
沼
両
町
の
計
6

市
町
の
首
長
と
北
海
道
開
発
局
、北
海

道
な
ど
7
機
関
の
計
13
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
千
歳
川
流
域

治
水
対
策
協
議
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、

発
足
し
ま
し
た
。

会
長
に
は
開
発
局
の
柿
崎
恒
美
局
長

が
就
任
し
、「
千
歳
川
流
域
は
北
海
道

経
済
を
け
ん
引
す
る
重
要
な
地
域
。
水

害
リ
ス
ク
が
高
ま
ら
な
い
よ
う
、こ
れ
ま

で
も
開
発
と
調
和
し
た
整
備
を
進
め
て

き
た
。
計
画
を
策
定
し
、流
域
治
水
を

実
践
的
に
進
め
て
い
き
た
い
」と
挨
拶

し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、整
備
の
考
え
方
と
し
て
、

3
つ
の
対
策
を
提
示
し
ま
し
た
。
氾
濫

対
策
で
は
築
堤
や
河
道
掘
削
、雨
水
貯

留
浸
透
施
設
、下
水
道
の
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
対
策
に
加
え
、被
害

の
軽
減
と
早
期
復
旧
に
向
け

た
各
種
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
普

及
促
進
や
多
面
的
な
防
災

情
報
の
発
信
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
も
盛
り
込
む
方
針
で
す
。

今
後
は
幹
事
会
や
部
会
で
計

画
の
素
案
作
成
を
進
め
、パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て

2
0
2
3
年
度
内
に
成
案
を

ま
と
め
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
策
定
に
当
た
っ
て
、自
治
体
を

代
表
し
原
田
裕
恵
庭
市
長
は
「
特
定
都

市
河
川
の
指
定
と
計
画
策
定
は
、流
域

全
体
の
安
全
が
高
ま
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
国
や
道
に
は
引
き
続
き
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
を
代
表
し
て
千
歳
川
治
水
対
策
促
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河
川
整
備
の
加
速
化
や
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
整
備
な
ど

流
域
6
市
町
な
ど
で
構
成
す
る

千
歳
川
流
域
水
害
対
策
協
議
会
が
発
足



Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
不
動
産
会

社
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
（
本

社
・
東
京
）が
、札
幌
市
で
2
件
目
の
有

料
老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
し
ま
す
。
竣
工

後
に
一
棟
貸
し
を
す
る
事
業
形
態
で
Ｊ

Ｒ
北
海
道
も
同
様
の
形
態
で
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）を

開
発
し
て
い
て
、道
内
で
Ｊ
Ｒ
2
社
が
高

齢
者
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
は
現

在
、札
幌
市
西
区
宮
の
沢
2
条
4
丁
目

3
8
1︲3
ほ
か
で
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
社
は
、

2
0
2
2
年
度
か
ら
有
料
老
人
ホ
ー
ム

を
一
棟
貸
し
す
る
開
発
事
業
を
始
め

て
い
て
、宮
の
沢
の
物
件
は
、全
国
4
件

目
と
な
り
ま
す
。
1
3
2
室
で
、竣
工

後
の
運
営
は
、川
島
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
本
部
・
千
葉
県
）が
行
い
、施
設
名
は

「
サ
ニ
ー
ラ
イ
フ
宮
の
沢
」
と
な
る
予

定
で
す
。

2
件
目
は
、豊
平
区
中
の
島
2
条
5

丁
目
に
建
設
し
ま
す
。
中
の
島
通
沿
い

で
、2
0
2
2
年
6
月
に
閉
店
し
た「
ツ

ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
中
の
島
店
」
が
入
居
し

て
い
た
石
丸
メ
デ
ィ
カ
ル
ビ
ル
跡
地
を

利
用
し
ま
す
。
施
設
の
規
模
は
、鉄
筋

「
食
べ
る
」
こ
と
の
背
景
に
あ
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
、子
ど
も
た
ち
に
体
験
を

通
じ
て
知
っ
て
も
ら
う
食
育
イ
ベ
ン

ト
「
食
べ
る
・
た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
2
3
」
が
2
0
2
3
年
11
月

3
日
、札
幌
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
主
催
に
よ
り
、毎

年
全
道
8
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ

ＪＲ西日本プロパティーズが建設する
仮称「ココファン札幌中の島」の建設地）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、地
下
1
階
地
上
9

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は
4
、2
8
9

㎡
。
着
工
は
2
0
2
4
年
3
月
を
予
定

し
、設
計
・
施
工
は
日
本
建
設
（
本
社
・

大
阪
市
）が
担
当
し
ま
す
。
竣
工
後
は
、

学
研
コ
コ
フ
ァ
ン
（
本
社
・
東
京
）が
有

料
老
人
ホ
ー
ム
型
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
「
コ
コ
フ
ァ
ン
札
幌
中

の
島
」（
仮
称
）と
し
て
運
営
し
ま
す
。

北
海
道
で
は
、Ｊ
Ｒ
系
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道

が
寮
の
跡
地
な
ど
を
利
用
し
て
、サ
高

住
を
建
設
、ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
北
海
道
に

一
棟
貸
し
、現
在
は
7
物
件
が
あ
り
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
は

2
件
目
と
な
り
、北
海
道
を
舞
台
に
Ｊ

Ｒ
系
の
北
と
西
が
同
じ
事
業
領
域
で
競

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ン
ト
で
、札
幌
会
場
に
は
親
子
連
れ
を

中
心
に
約
4
、5
0
0
人
が
訪
れ
、食
べ

る
こ
と
の
大
切
さ
、環
境
や
暮
ら
し
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
、「
食
べ
る
・

た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
始
め

た
の
は
2
0
0
7
年
で
す
。
そ
れ
ま

で
は
、生
産
者
や
食
品
メ
ー
カ
ー
を
交

2024年1月号 16

さっぽろ  ニュース  ア・ラ・カルト

まちと人が躍動する札幌圏。この地域ではさまざまな出来事と話題が提供され、それが人々の関心を集め、
それがまち全体の活気を呼び起こしています。「さっぽろニュースア・ラ・カルト」では、そんな「旬な」
話題をご紹介します。

◦ JR西日本系不動産会社が有料老人ホーム建設
◦ 体験型食育イベントに4,500人が参加
◦ 札幌IC近くに物流施設「MCUD札幌」が竣工

Ｊ
Ｒ
西
日
本
系
不
動
産
会
社
が
2
件
目
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム

建
設
竣
工
後
に
一
棟
貸
し
を
す
る
事
業
形
態

体
験
型
食
育
イ
ベ
ン
ト

「
食
べ
る
・
た
い
せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
3
」

札
幌
ド
ー
ム
に
4
、5
0
0
人
が
訪
れ
る



え
た
、小
規
模
な
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

各
地
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

一
定
の
効
果
が
見
込
め
る
も
の
の
、子

ど
も
た
ち
が
体
験
を
通
じ
て
食
や
地
産

地
消
の
大
切
さ
、学
び
を
深
め
る
に
は
、

食
品
メ
ー
カ
ー
や
生
産
者
、行
政
、教
育

機
関
が
一
堂
に
会
す
る
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
が
必
要
と
い
う
声
が
高
ま
り
、当
時

就
任
し
た
ば
か
り
の
大
見
英
明
理
事

長
は
、組
合
員
理
事
の
こ
う
し
た
要
望

を
受
け
、今
に
続
く
「
食
べ
る
・
た
い

せ
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

開
催
を
重
ね
る
ご
と
に
、メ
ー
カ
ー

や
生
産
者
行
政
機
関
、学
校
の
出
展
者

や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増
え
、イ
ベ
ン

ト
の
質
も
向
上
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
し
た
屋
内
職
業
・
社
会
体

験
施
設
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
」か
ら
講
師
を

招
き
、イ
ベ
ン
ト
の
中
身
を
検
討
す
る

学
習
会
も
実
施
し
て
中
身
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、

2
年
間
の
中
断
を
経
て
2
0
2
2
年
に

再
開
し
ま
し
た
が
、こ
の
時
は
来
場
も

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
予
約
制
に
し
て
対

応
し
ま
し
た
。
今
回
は
、体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
初
回
だ
け
を
予
約
制
で
し
た
が
、

そ
れ
以
外
は
制
限
の
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

以
前
の
2
0
1
9
年
と
同
様
と
し
ま
し

た
。
出
展
者
は
1
0
7
者
で
、多
く
の

ブ
ー
ス
で
は
商
品
紹
介
に
と
ど
ま
ら

ず
、子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
手
作
り
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
は
、宅
配
ト
ド
ッ
ク

の
「
お
し
ご
と
体
験
」
や
「
レ
ジ
う

ち
体
験
」
を
行
い
、参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、目
を
輝
か
せ
な
が
ら
興
味
深

そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

道
央
自
動
車
道
札
幌
Ｉ
Ｃ
や
札
樽
自

動
車
道
雁
来
Ｉ
Ｃ
に
近
い
立
地
で
、新

た
な
物
流
施
設
が
2
0
2
3
年
10
月
に

竣
工
し
ま
し
た
。
道
内
全
域
の
物
流
保

管
拠
点
と
し
て
需
要
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

施
設
を
手
掛
け
た
の
は
、三
菱
商
事

都
市
開
発
（
本
社
・
東
京
）と
イ
ン
ベ

ス
コ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー

ト・ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク・イ
ン
ク（
同
）

の
2
社
で
、両
社
に
よ
る
初
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
す
。
施
設
名
称

は
「
Ｍ
Ｃ
Ｕ
Ｄ
札
幌
」で
、立
地
場
所
は
、

札
幌
市
白
石
区
米
里
3
条
2
丁
目
の

米
里
北
地
区
工
業
団
地
内
で
す
。

施
設
は
鉄
骨
造
、3
階
、延
べ
床
面
積

1
万
7
、0
7
9
㎡
の
規
模
で
、設
計
・

施
工
を
熊
谷
組
（
本
社
・
東
京
）が
担

当
し
ま
し
た
。
1
階
に
14
台
同
時
接
車

が
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
を
備
え
た

Ｂ
Ｏ
Ｘ
型
物
流
施
設
で
す
。

倉
庫
部
分
の
高
さ
は
5
・
5
ｍ
以
上

を
確
保
し
、荷
物
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、垂

直
搬
送
機
を
2
基
ず
つ
設
置
し
て
い
ま

す
。
施
設
の
床
面
と
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

の
高
さ
を
調
整
す
る
ド
ッ
ク
レ
ベ
ラ
ー

は
4
台
実
装
し
て
い
ま
す
。
建
物
全
体

を
凍
結
に
備
え
た
寒
冷
地
仕
様
に
し
て

い
て
、約
25
ｍ
の
屋
内
型
ト
ラ
ッ
ク
バ
ー

ス
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
内
に
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、雪
を
気
に
せ
ず
に
屋
内
で
荷
下
ろ

し
作
業
が
で
き
ま
す
。

三
菱
商
事
都
市
開
発
は
、2
0
1
5

年
か
ら
物
流
施
設
の
建
設
を
開
始
、全

国
に
14
施
設
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
Ｍ

Ｃ
Ｕ
Ｄ
札
幌
」は
15
施
設
目
で
、同
社
が

手
掛
け
る
北
海
道
で
初
め
て
の
物
流
施

設
と
な
り
ま
す
。

「MCUD札幌」の外観
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札
幌
Ｉ
Ｃ
近
く
に
物
流
施
設
「
Ｍ
Ｃ
Ｕ
Ｄ
札
幌
」竣
工
、

三
菱
商
事
都
市
開
発
・
イ
ン
ベ
ス
コ
が
初
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「トドックお仕事体験」に参加した子どもたち



国
土
交
通
省
は
、2
0
2
3
年
度
の
「
建
設
マ
ス
タ
ー
」を
決
定
し
ま
し
た
。

今
回
は
全
国
で
建
設
マ
ス
タ
ー
4
5
9
人
、建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
と
し
て

1
2
1
人
を
選
定
し
、こ
の
う
ち
北
海
道
在
住
者
に
つ
い
て
は
、建
設
マ
ス
タ
ー

で
20
人
、建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
で
3
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

建
設
マ
ス
タ
ー
は
、「
優
秀
施
工

者
国
土
交
通
（
建
設
）大
臣
顕

彰
者
」の
通
称
で
す
。
建
設
マ
ス
タ
ー

制
度
は
、建
設
現
場
に
お
い
て
工
事
施

工
に
直
接
従
事
し
、優
秀
な
技
能
・
技

術
を
有
す
る
建
設
技
能
者
を
「
優
秀
施

工
者
」と
し
て
顕
彰
す
る
こ
と
で
、「
も

の
づ
く
り
」に
携
わ
っ
て
い
る
者
の
誇
り

と
意
欲
を
増
進
さ
せ
、能
力
と
資
質
の

向
上
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、そ
の
社

会
的
評
価
・
地
位
の
確
立
を
図
り
、建

設
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
1
9
9
2
年
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、国
土
交
通
省
で
は
、2
0
1
5

年
度
か
ら
、建
設
マ
ス
タ
ー
に
達
す
る
ま

で
の
技
能
の
向
上
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、青
年

技
能
者
を
対
象
に
「
青
年
優
秀
施
工
者

不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」（
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
ま
す
。
顕
彰
式
典
は
2
0
2
3

年
11
月
21
日
に
東
京
都
内
の
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、も
の
づ

く
り
の
達
人
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
の

バ
ッ
ジ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

北
海
道
在
住
の
建
設
マ
ス
タ
ー
と
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
は
次
の
各
氏
で
す
。

（
敬
称
略
、カ
ッ
コ
内
は
、
職
種
、
所
属

会
社
）

■
建
設
マ
ス
タ
ー

▽
安
藤
彰
（
建
設
機
械
運
転
工
、宮
本

運
輸
）▽
五
十
嵐
仁
（
建
設
機
械
運
転

工
、北
興
工
業
）▽
和
泉
玲
実
（
造
園
工
、

い
ず
み
ガ
ー
デ
ン
）▽
伊
藤
和
成
（
内

装
仕
上
工
、
和
内
装
）▽
植
浩
一
（
板

金
工
、
植
板
金
加
工
所
）▽
角
田
成
造

（
塗
装
工
、三
共
塗
装
）

▽
栗
田
宏
野
利
（
大
工
、
澤

田
工
業
）▽
笹
井
誠
（
塗
装

工
、小
林
創
業
）▽
神
晃
（
潜

水
士
、白
鳥
建
設
工
業
）▽
谷

垣
友
規
（
舗
装
工
、荒
井
建

設
）▽
萩
澤
昌
史
（
大
工
、幌

村
建
設
）▽
早
荑
章
雄
（
ト

ン
ネ
ル
工
、
木
部
建
設
）▽

藤
橋
功
介
（
大
工
、ア
サ
ヒ

技
建
）▽
船
田
慎
人
（
大
工
、

武
部
建
設
）▽
本
多
忠
高（
法

面
工
、北
海
道
三
祐
）▽
真
鍋

明
（
土
工
、
山
口
重
機
）▽

丸
山
欣
一
（
土
工
、砂
子
組
）

▽
三
浦
英
幸
（
舗
装
工
、道
路
工
業
）▽

山
口
寿
宏
（
土
工
、
西
村
組
）▽
鈴
木

法
雄
（
建
設
機
械
運
転
工
、朝
日
建
設
）

■
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

▽
河
荑
将
（
建
具
工
、一
人
親
方
）▽

丸
山
将
太
郎
（
内
装
仕
上
工
、メ
ン
・

ア
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
）▽
南
木
建
（
大
工
、

柏
倉
建
設
）

建設マスターに贈呈されるバッジ
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も
の
づ
く
り
の
達
人

道
内
か
ら
20
人
を
選
出

─ 

2
0
2
3
年
度
建
設
マ
ス
タ
ー
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
も
3
人



パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
ら
の
時
給
が
上
昇
す
る
の
に
伴
い
、労
働
時
間
の
減

少
傾
向
が
見
ら
れ
る
中
、人
手
不
足
の
解
消
を
目
的
に
、政
府
は
2
0
2
3
年

10
月
か
ら
、「
年
収
の
壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
導
入
し
ま
し
た
。「
年

収
の
壁
」が
あ
る
こ
と
で
発
生
す
る
「
就
業
調
整
」の
実
態
と
、「
年
収
の
壁
」

問
題
が
解
消
し
た
場
合
の
道
内
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、道
銀
地
域
総
合
研

究
所
（
道
銀
総
研
、本
社
・
札
幌
）が
分
析
し
ま
し
た
。

「
年
収
の
壁
」は
、一
定
の
年
収

を
超
え
る
と
税
や
社
会
保

険
料
の
負
担
な
ど
が
発
生
す
る
基
準
で

す
。
年
収
が
1
0
0
万
円
を
超
え
る
と

住
民
税
、1
0
3
万
円
を
超
え
る
と
所

得
税
の
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に

有
配
偶
者
は
、年
収
が
一
定
額
を
超
え

る
と
扶
養
か
ら
外
れ
て
社
会
保
険
料
の

負
担
が
生
じ
る
ほ
か
、税
控
除
も
縮
小
・

不
適
用
に
な
り
ま
す
。

「
年
収
の
壁
」を
超
え
て
働
く
と
、世

帯
の
手
取
り
収
入
が
減
少
す
る
、い
わ

ゆ
る
「
働
き
損
」
が
発
生
す
る
た
め
、

「
年
収
の
壁
」
を
上
回
ら
な
い
よ
う
に

就
業
時
間
を
抑
制
す
る
と
い
っ
た
「
就

業
調
整
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
の
道
内
非
正
規
雇
用
者

96
・
7
万
人
の
う
ち
、「
就
業
調
整
」

を
し
た
労
働
者
は
23
万
人
で
す
。
非

正
規
で
働
く
既
婚
女
性
の
41
％
が
「
就

業
調
整
」を
実
施
し
ま
し
た
。「
年
収

の
壁
」が
年
収
1
0
0
万
円
台
前
半
か

ら
段
階
的
に
設
定
さ
れ
る
た
め
、「
就

業
調
整
」
を
実
施
す
る
非
正
規
雇
用

者
の
年
収
は
50
〜
99
万
円
と
1
0
0

〜
1
4
9
万
円
の
区
分
に
集
中
し
て
い

ま
す
。

仮
に
「
年
収
の
壁
」
が
解
消
し
、非

正
規
雇
用
者
が
「
就
業
調
整
」を
し
な

く
て
済
む
よ
う
に
な
れ
ば
、労
働
時
間

の
増
加
を
通
じ
て
人
手
不
足
緩
和
に
貢

献
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
道
銀
総
研

で
は
、
道
内
経
済
へ
の
効
果
を
2
つ
の

ケ
ー
ス
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ス
1
は
、就
業
調
整
者
が
一
般

労
働
者
の
2
0
2
2
年
総
実
労
働
時

間
水
準
ま
で
労
働
時
間
を
増
や
し
た

場
合
、労
働
時
間
（
就
業
調
整
者
数
×

一
人
当
た
り
労
働
時
間
増
加
分
）は
月

2
8
5
万
時
間
増
加
し
、労
働
者
数
換

算
で
2
万
7
0
0
人
分
に
相
当
し
ま
す
。

経
済
効
果
は
5
8
2
億
円
に
上
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
2
は
、
就
業
調
整
者
が

2
0
0
4
年
の
総
実
労
働
時
間
水

準
（
パ
ー
ト
労
働
者
の
労
働
時
間
の

減
少
が
顕
著
と
な
る
前
）ま
で
労
働
時

間
を
増
や
し
た
場
合
、労
働
時
間
は
月

4
8
5
万
時
間
増
加
し
、労
働
者
数
換

算
で
3
万
5
、2
2
3
人
分
に
相
当
し

ま
す
。
そ
の
経
済
効
果
は
9
9
1
億
円

に
上
り
ま
す
。

同
研
究
所
は
「
全
国
に
先
駆
け
て

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
道
内
経
済

に
と
っ
て
、ど
ち
ら
の
ケ
ー
ス
も
決
し
て

小
さ
く
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
」と

分
析
し
て
い
ま
す
が
、政
府
が
導
入
し
た

「
年
収
の
壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

は
、2
0
2
5
年
の
年
金
制
度
改
革
ま

で
の
つ
な
ぎ
対
策
で
、一
時
的
な
事
業

の
た
め
、対
策
の
効
果
は
限
定
的
な
も

の
に
と
ど
ま
る
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

主な「年収の壁」と対策パッケージ
基準額

（年収換算）
基準額（「壁」）を超えた場合に

発生する負担内容
「年収の壁・支援強化パッケージ」

対応
100万円 住民税課税 ―
103万円 所得税課税 ―

106万円 社会保険加入
（従業員101人以上の企業）

手取り収入を減らさない取組を
実施する企業に、助成金

（労働者1人当たり最大50万円）を給付

130万円 社会保険加入（原則） 一時的な収入増加の場合、
引き続き扶養内に

150万円 配偶者特別控除縮小の始点 ―
201万円 配偶者特別控除がなくなる ―

103万円、
130万円等 企業が支給する配偶者手当等の基準 企業に配偶者手当の

基準見直しを働き掛け
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道
銀
総
研
が
「
年
収
の
壁
」と

道
内
経
済
へ
の
影
響
を
分
析

─ 「
就
業
調
整
」解
消
で
2
万
〜
3
万
5
千
人
分
の
労
働
力
に
相
当



連載コラム 驚きと発見、そして北海道愛へ

今、「ほっかいどう学」が熱い！！

認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長 新保元康

『冬だ！  外に行こうじゃないか！』

Profile：新保 元康（しんぼ・もとやす） 
1958年小樽市生まれ。北海道教育大学卒業後、札幌市内の小学校に37年間勤務。
4校で校長を務め定年退職後、認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長に就任、現在に至る。

▶　�「企業向けよろず情報誌 KISETSU」1月号をお届けします。今号では札幌コンサートホールキタラの保全改修や、JR新琴似駅へ
のバス乗降場整備、2023年度北海道開発予算補正など、皆様がご興味を持つ話題をご提供しています。

▶　�令和6年を迎えました。ことしの干支は「辰」。天高くのぼる竜に守られる年として、皆様のこの一年が大きな飛躍に年になるこ
とを祈念しています。

企業のためのよろず情報誌　KISETSU Vol.5
発行日　令和6年1月1日　発行元　さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会　札幌市北区北24条西5丁目1番1号　札幌サンプラザ4階
ホームページアドレス　https://sapporo-kisetsu.com/　　編集協力　株式会社きたリンク

編 集 後 記

冬真っ盛り！もうじっとしていられない
ですね！
冬こそ僕の原点、今回はそのお話をし

ましょう。
昭和33年に小樽の天狗山の麓で生ま

れました。玄関の前の畑はすでに斜面。
学校に入る前から、その斜面こそが僕の
冬の遊び場であったのは言うまでもあり
ません。友達と一緒に遊ぶだけでなく、
一人でも外で遊び続けました。石炭ス
トーブの周りには常に毛糸の手袋、毛糸
の靴下、ゴム長靴が干してありました。
昭和30年代には近所にまだ働く馬が
いました。その馬が引くために作られた
大きな馬そりが僕たちの最高の遊び道
具。馬そりに7、8人の子どもが乗り込み、
冬は車が通れない急な坂道を一気に滑
り降ります。ほとんどの場合、途中でひっ
くり返るのですが、これが最高に楽しい!!
ディズニーランドの比ではありません。
今思うとよく怪我をしなかったものだと思
います。
スキーを初めて買ってもらったのは小
学1年生の時だったと思います。小樽駅
の横にある「購買」で買ってもらいまし
た。革のベルトで板と靴をつなぐような
本当に粗末なスキーでした。しかし、これ
がうれしくてたまらない。家の前の畑の

傾斜ではすぐに物足りなくなり、天神小
学校の裏山に毎日のように通ったもの
です。
天神小学校では、夏には運動会、冬に

はスキー大会がありました。6年生のス
キー大会の種目は、回転、大回転、クロス
カントリー（当時は「レース」と言ってい
ました）、さらにはジャンプがありました。
ジャンプ台があったのです。これが怖
い！実に怖い!! しかし、男子たるものこ
の恐怖に打ち勝たねばなりません。僕も
しっかり参戦したのは言うまでもありま
せん。
中学生になってからは、天狗山によく
行きました。さんざん遊んで、帰りは頂上
から森の中を滑り、玄関前までスキーを
履いたまま帰りました。今風に言えばバッ
クカントリースキーということになります。
目印もない森の中をよく迷わずに帰れた

ものだと今でも不思議です。
初めてニセコに行ったのも中学生の

時でした。蒸気機関車にけん引された
鈍行で行きました。初めてアンヌプリの
1,000メートル台地に行ったときの寒さ、
サラサラの深雪は今も忘れられません。
暗くなるまで滑り、泥のように眠りながら
小樽に戻ってきたものです。
とてつもない不便な中で行ったはずな
のですが、苦労は覚えていません。ただ
ただ楽しかったことだけが残っているの
です。この子どもの頃の思い出が、今も
僕をスキーに駆り立てます。
冬山を豪快に滑る楽しさ！この喜びを

北海道の子どもたちにもっともっと味わっ
てほしいものです。
リアルな冒険とわくわくがここにあるの
です!!

ルスツリゾートでバックカントリー ニセコアンヌプリ頂上、背景は羊蹄山！

（写真はすべて著者の撮影です）


